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「東北の大豆フォーラム」開催！

～生産から消費の取組と連携に向けた活発な討論～

１１月３０日（火）、「広げよう！進めよう！考えよう！ 東北大豆の生産と
消費拡大」をスローガンに「東北の大豆フォーラム」（主催：東北地域大豆振

興協議会）が、生産者、農協、県・市町村、試験研究機関、消費者等３５０名

の参加により、仙台市内で開催されました。

初めに、秋田大学教育文化学部の澤井セイ子教授が「これからの食生活と大

豆食品」をテーマに講演。「大豆を単に栄養素としてでなく、食料自給や伝統

食品の側面も含めて、食生活の一部としてトータル的なとらえ方が必要。」と

強調されました。

続いて、東北大学大学院農学研究科の工藤昭彦教授をコーディネーターに、

澤井教授、牛尾陽子氏（（株）藤崎快適生活研究所取締役）、佐藤佐市氏（山

形県庄内たがわ農協三川支所営農生活課課長補佐）、平川眞人（（株）平川食

品取締役社長）、永江啓一（東北農政局生産流通部長）の５名のパネリストに

よって、「大豆の消費拡大へ向けて～生産から消費の取組と連携～」をテーマ

にパネルディスカッションが行われました。工藤教授の「大豆には３つの風が

吹いている。消費者の健康食品志向の風。食品業界の国産要望の風。水田での

本作を推進する農政の風。これらの風を的確に捉え、一つの風にしていくこと

が重要。」とのコメントに引き続き、パネリストから生産現場での取組、加工

ニーズ、大豆食品の消費拡大について、活発な意見が相次ぎました。

特に、牛尾氏からは、「これからは、ただ作るだけでなく、販売に際してマ
ーケティング戦略的視点が必要。大豆は、新たな需要の可能性のある食品」と

の発言があり、アメリカで大豆リゾットなどが若者の好む料理となった例を紹

介するとともに、新豆という付加価値を生かした販売が提案されました。平川
しんまめ

氏からは、「ＪＡも新しい考え方で販売に取り組んでほしい。生産者といっし
ょになって消費者ニーズに応えたい」と、生産者へエールが送られました。

また、各県の試験研究機関、東北農業試験場、仙台食糧事務所の協力を得て、

会場において主要品種・新品種の見本、品種紹介パネルを展示し、参加者に大

豆品種をＰＲしました。

なお、フォーラム参加者数は、目標の３００名を上回り、大豆への関心の高

さが窺われました。また、参加者からはフォーラムを継続してほしいとの要望

が多く寄せられました。

（注）東北地域大豆振興協議会：１１年８月に、東北管内の大豆の生産振興と需要拡大を
目的に、大豆加工実需団体、流通・小売関係者、消費者団体、県経済連、試験研究
機関、行政等３９機関により設立。事務局は東北農政局生産流通部園芸課。
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